第３部
 据え付け・ポンプダウンの実習
（実習用メモ）
【1st. Day ～ 2nd. Day】
第１章 据え付け実習
前に説明した手順で、据付実習を進めていきます。注意事項は、第２部を参照してください。
1.1 室内機の取り付け
(1)室内機の据え付けは、配管などを通すための穴が用意されているので、それを利用する。

(2)室内機が水平またはドレンホース側に若干傾斜するように、取付パネルを壁に固定する。

(3)室内機側の冷媒配管を施工する。1.3 冷媒配管の接続を参照。

(4)連絡電気配線を端子に接続し、室外機のどの端子に接続するかメモを取っておく。電線は、VVF1.6×3芯を使う。1.2.10 連絡電気配線の接続を参照。

(5)冷媒配管・ドレンホース・連絡電気配線を穴に通して、室内機を取付パネルに取り付ける。
1.2 室外機の設置
(1)室外機の据え付けは、壁から15cm以上離して設置する。

(2)床への固定、接地線工事は、省略する。

1.3 冷媒配管の接続（室外機側）
(1)ペアコイルを必要な長さに切断する。切断したところからゴミ・水分が入らないようにビニルテープを巻いておく。
(2)銅管の面取りをした後、フレア加工を行う。このとき、ナットの入れ忘れに注意すること。
(3)スパナとトルクレンチを使ってナットを締める。トルクレンチに規定のトルクが加わると、レンチの先が折れ曲がる。フレア加工した部分の油塗布は、今回は省略する。
1.4 ドレン配管
(1)ドレンがスムーズに抜けるように、必ず下り勾配でドレンホースを配管する。
1.5 連絡電気配線の接続（室外機側）
(1)室内機側の配線に対応させて、室外機側の連絡電気配線を行う。
(2)室外機側の電線は、少し弛ませて、下から室外機へ入るようにする。
1.6 電源（室内機側）
(1)エアコンの電源が取れるように、コードリールを用意する。
1.7 真空乾燥
(1)どの配管が真空で、空気の進入の可能性をつねに意識して、次の手順で作業を行う。
①ゲージマニホールドの低圧側チャージホース（青色）を室外機のサービスポートにつなぎ、共通チャージホース（黄色）を真空ポンプにつなぐ。
②ゲージマニホールドの低圧側バルブを全開にして、真空ポンプを運転する。すぐにゲージは真空（760mmHg）を示すが、水分も取り除くために10分以上は運転を続ける。
③ゲージマニホールドの低圧側バルブを全閉にして、真空ポンプの運転を停止する。できれば5分程度放置して、ゲージの指針を見てガス漏れがないか確認する。
④室外機の液閉鎖弁を４，５秒間だけ開いて内圧を高めた後に、ガス閉鎖弁のサービスポートからチャージホースを外す。
★ガスによるエアパージは厳禁である（地球環境保護のため、法律で禁止されている）。
1.8 ガス漏れ検査
(1)液閉鎖弁（またはガス閉鎖弁）を２，３秒間だけ開いて内圧を高めた後に、配管したナットの部分に石鹸水をつけて、ガス漏れをチェックする。
(2)液閉鎖弁を開く時間が長いと、配管内の冷媒の量が多くなり、もしもガス漏れしている場合には多くの冷媒が漏れることになる。
1.9 試運転
(1)ガス漏れがないことを確認できたら、液閉鎖弁及びガス閉鎖弁を全開にして、試運転する。
(2)このとき、次のような異常がないか確認する。
①冷たい空気が出ているかをチェックする。
②配管内の圧力をチェックする。HFC410Aの場合は、Max:4.15Mpa（ゲージ）である。
③振動や異音などがないかチェックする。
(3)異常がないことを確認して、運転を停止する。
1.10 仕上げ
(1)コーテープを、下から上の方へ向かって巻いていく。
第２章 冷媒補充実習
次の手順で、冷媒補充実習を進めていきます。注意事項は、第２部を参照してください。
2.1 冷媒追加充填
(1)ゲージマニホールドのバルブが閉じていることを確認する。

(2)ゲージマニホールドの低圧側チャージホース（青色）を室外機のサービスポートにつなぎ、共通チャージホース（黄色）を冷媒ボンベにつなぐ。
(3)冷媒ボンベのバルブを全開にして、電子はかりの上にボンベを逆さにして置く。
(4)ゲージマニホールドの低圧側バルブを少し開いて、すぐに閉じる。冷媒がどれくらい補充されたか電子はかりで確認する。
(5)ゲージマニホールドで圧力を確認しながら、(4)の動作を繰り返す。
(6)規定の圧力になったところで、作業は終了する。
第３章 取り外し実習
次の手順で、冷媒回収（ポンプダウン）を進めていきます。注意事項は、第２部を参照してください。
3.1 ポンプダウンの作業手順
(1)冷房運転を行う。機種によっては、暖房運転する場合もある。
冬にはエアコンが冷房運転にならないため、ヘアドライヤなどを使ってサーモセンサーを暖める。
(2)圧縮器で冷媒を吸い込んだ後に閉鎖弁を使って冷媒回収するために、はじめに室外機の液閉鎖弁（吐出側の閉鎖弁）を全閉にする。
(3)室外機のガス側サービスポートにゲージマニホールドをつないでおき、圧力が０Paになって20秒くらい待った後に、ガス閉鎖弁（吸入側の閉鎖弁）を全閉にする。
(4)エアコンの運転を停止して、作業を終了する。
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